
平成 28年 2月 8日

松阪市長 竹上 真人 様

松阪市環境保全審

会長 本卜  恵

(仮称)松阪飯南ウィンドファーム発電所に係る

計画段階環境配慮書について (答申)

平成 27年 12月 22日 付 15松環第 001555号 で諮問がありました、合同会社松阪飯南ウ

ィンドファーム提出 (仮称)松阪飯南ウィンドファーム発電所に係る計画段階環境配慮書

について、環境の保全に関する見地から当審議会において調査・審議を行った結果、市長

より事業者に対し要請が行われるべき事項として、下記のとおり答申いたします。

記

1.総論

(1)本事業計画に関 し、特に事業実施想定区域近傍に居住する住民 (以 下 「地域住民」

とい う。)が、風力発電設備及び取付道路等の附帯施設・設備 (以 下「風力発電設備等」と

い う。)の大規模且つ長期にわたる開発の過程及び運用に当たり、健康、生活環境、景観及

び災害等への影響について懸念を抱くことについては、言を侯たない。そ うした地域住民

の懸念に真摯に向き合い、それらへの影響に対 し最大限の努力で極力回避又は最小限に留

めるよう配慮 し、事業者 としての説明責任を果たすとともに、地域住民の理解を前提 とし

事業を進めること。

(2)事業実施想定区域の設定並びに風力発電設備等の位置・規模又は構造・配置 (以 下

「配置等」とい う。)の検討に当たっては、計画段階配慮事項に係る環境影響の重大性の程

度を整理 し、反映させること。

(3)本事業の事業実施想定区域の近接区域では、他事業者による風力発電事業が環境影

響評価手続中であることから、双方の事業を個別ではなく連続するものと捉え、地域住民、

当該他事業者及び松阪市との協議・調整に協力するよう努めること。また他事業者が計画

している風力発電設備等の うち、本事業との累積的な環境影響が懸念されるものについて

は、今後、環境影響評価図書等の公開情報の収集や他事業者との情報共有、必要に応 じた

合同調査等に努め、そこで得られた情報を考慮 した上で工事から供用開始後までを見据え



た事業内容について適切な予測及び評価を行い、その結果を踏まえ、風力発電設備等の配

置等を検討すること。

(4)事業実施想定区域及びその周辺の土地所有者及び林業、畜産業、水産業、農業等各

関係者にあつては、環境変化により受ける影響が大きいことから、事業計画、環境影響評

価に関する情報を積極的に提供し、理解を得るとともに、土地管理並びに生業等への支障

がないようにすること。

(5)環境保全措置の検討に当たっては、環境影響の回避・低減を優先的に検討し、代償

措置を優先的に検討することがないようにすること。

2.各論

(1)騒音・低周波音等の影響

地域住民にとって騒音・低周波音等については、最も得たい情報の一つであることから、

機種の選定理由を明らかにするなど、より詳 しい説明を今後の手続きにおいて記載するこ

と。また騒音・低周波音の予測・評価等において重要であるので、機種の諸元等を具体的に

示 し、事業実施想定区域周辺の気象要件も加味 したより正確な模擬実験結果が得られるよ

う努めること。

それ らを踏まえ、工事中及び供用開始後に懸念 される騒音及び低周波音等について、最

新の知見等に基づき適正な環境影響の調査、予測、評価の結果を以って、風力発電設備等

の配置の検討等により、騒音又は低周波音等の影響について極力回避又は低減を図ること。

(2)長期的な事業計画について

永続的に居住する地域住民に対しては、風力発電設備等の建設から運用時の環境影響評

価は勿論、風車の建て替え等設備の更新予定、事業廃止時の撤去工事あるいは廃止後に至

るまでの長期的な事業計画を示 し、それ ら環境への影響についての対策を今後の手続きに

おいて示すよう努められたい。さらに、発電設備製造、運搬、建設工事由来なども含め、

総合的な温室効果ガス削減効果の評価について、可能な限り示されたい。

(3)生態系に対する影響

事業実施想定区域周辺は、乾燥 しやすい地形であり、立木の伐採によりさらに乾燥が進

むことになる。例えば乾燥が原因で徐々に衰退 していくような植物については、直ちに影

響が確認 されないことから評価がされにくいと考えられる。長期的に調査を必要 とするも

のについては稼動後も長期的な調査を行われたい。また、環境影響評価においては、類似

条件での生物調査の結果等他の事例の調査を確認 されるなど、可能な限 り情報を収集 し評

価に生かされたい。

国指定特別天然記念物であるカモシカについては、近年低地化の傾向があり、事業実施



想定区域及びその周辺にあっても活動域である可能性が極めて高い。また国指定天然記念

物のヤマネや県指定天然記念物のオオダイガハラサンショウウオについて生息の可能性を

示唆する情報や記録があり、さらに中村川に生息するネコギギについては国の種指定天然

記念物であるとともに、生息地の地域指定も重複 してなされている。ほかにも猛禽類の調

査を始め、これ ら重要な種については勿論のこと、白猪山山系独自の生態系についても最

新の知見、十分な調査により今後の評価を実施するよう努めるとともに、重要な動植物の

調査範囲について不足の生 じないよう更に検討を加えられたい。

大型獣・中型獣については風車の建設段階や設置後には広範囲で移動することが考えら

れ、獣害の増加が懸念される。また、バー ドス トライク、バットストライク対策について

は他事例を調査し参考にしながら、野生鳥獣の保護、地域住民の生活環境への影響を極力

回避又は低減するよう検討を行うこと。

(4)地形及び地質に対する影響

事業実施想定区域及びその周辺は、急峻な地形であるため、過去にも周辺では土砂崩れ

など甚大な被害が少なからず発生している。また豪雨発生の多い地域でもある上、近年で

はその雨量も想定を超える場合も多発している状況がある。工事途中及び本事業の実施に

伴う地形改変により、急傾斜地の崩落、地滑り、谷筋での上石流の発生等が危惧されるこ

とから、当該区域における風力発電設備等の配置等の検討に当たっては、想定される気象

現象、地形及び地質への環境影響について調査、予測及び評価を行い、その結果を踏まえ、

災害発生への影響を極力回避すること。

(5)水環境に対する影響

風力発電設備の配置が検討 されている尾根南側は、工事による裸地の広が りに伴い降雨

流出過程も広がるため、水量・水質の調査及び予測を行い、水循環系への環境影響の評価

を実施 し、櫛田川、阪内川水系並びに周辺地域への工事中又は供用開始後における土砂や

濁水の谷筋への流出、並びに水量・水質等水循環系の変化による生活用水や生物の生息環

境への影響を極力回避又は低減すること。


